
 

 

 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓプロファイルを計算で求めるＴｅｎｃｋｈｏｆｆの計算式 

 ＴｅｎｃｋｈｏｆｆＣａｌｃプログラム 

 Version 1.13M 

 

 

 

 Version1.12以降、Schulzの反射法以外の defocus曲線修正に対応しています。 
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概要 

ＴｅｎｃｋｈｏｆｆはＳｃｈｕｌｚ反射光学系のｄｅｆｏｃｕｓプロファイルが計算で求められるとし 

  以下の計算式を文献にまとめている。２θ角度、受光スリット、Ｘ線の照射高さで決まるとされている。 

  

 

 

 

 

 上記Ｗｂが測定２θの依存がなければ、比例定数Ｐは一定であるとしている。 

 しかし、Ｓｃｈｕｌｚスリットが常に試料から等距離であれば成り立つのかもしれないが 

 実際に測定計算してみると、比例定数が測定２θと相関があることが分かる。 

 本ソフトウエアでは測定したｒａｎｄｏｍ試料極点図から比例定数を求め、 

 ２θの相関をＴＡＢＬＥ化する事を目的としている。 

 しかしながら、受光スリットが狭すぎると、理論計算値は極点図の中心側で大きく外れる。 

 

 

 

  



プログラム間のデータの流れ 

 

    

 

 

 

       バックグランド除去処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

      

     

     

 Tenckhoff比例係数ファイル群や多項式ファイル群はODFPoleFigure2の defocus補正ファイルとして 

 使います。 

  

 応用として、ｒａｎｄｏｍ試料、測定光学系の良否評価としても使用できます 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

測定データ（ASC） 

ODFPoleFigure2 

処理結果（TXT2）ファイル 

TenckhoffCalc 

Tenckhoff比例係数ファイル ASCファイル TXT2ファイル 多項式近似式ファイル 

AddDefcousfile 

ODFPoleFigure2 



プログラムの使い方 

 

 

 ＭＯＤＥは、startAVE，Maxsreach,InputAveがあり、defocus曲線の規格化の値を決める。 

 startAveでは極点図の中心付近の平均値を規格値とする。 

 Maxsreachでは最大値を規格値とする。 

 InputAveは入力データをい編集し、多項式に近似する 

 

 ｒａｎｄｏｍ試料の極点図を測定し、ODFPoleFigure2ソフトウエアでバックグランド除去処理を 

 行った TXT2データ指定。 

 

 Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆのプロファイルパラメータ 

 

 ＣａｌｃはＴｅｎｃｋｈｏｆｆのプロファイルパラメータから defocus曲線を計算 

 Ｆｉｔｔｉｎｇは TXT2データから比例係数を算出する。 

 算出の際、beamwidth、2Thetaangle、RSslitSizeは手入力してください。 

 MakeFileで各種ファイルが作成される。 

 Normalization:通常(MaxIntensity1.0)、 

 Normalizeでは規格化強度が表示され、作成されるデータは規格化強度が指定された値になります。 



 

ファイル指定で極点図とαプロファイルが表示され 

 ファイル名から指数、αのｓｔａｒｔ，ｓｔｏｐ，ｓｔｅｐが表示される。 

  

 

 

 ２Ｔｈｅｔａ角度とスリットの幅を変更する。 

で、パラメータから比例係数を計算し、defocus曲線を描画 

  

  Ｖ:全データの分散、ＶＳはスタートα角度（或いは指定α角度）の分散 

 



ファイル作成 

ｃａｌｃ後、ファイル名を決めてファイル作成する。 

 ファイル名 aa で  

  

 ファイル名 aa で  

  

 ファイル名 aa で  

  

 ファイル名 aaで  

  

    自動決定 

はパラメータが分かっている場合、ｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成 

 



  

 

ｒａｎｄｏｍ資料を変更し、規格化値を合わせる 

      最大値と規格化値を表示 



 

 ファイルを指定するとＮｏｒｍａｌｉｚｅ値には規格化値が表示されます。 

 グラフは最大値が１として表示されています。 

 

 MaxIntensityでNormalize値を１にすると最大強度が１に近い値 

 Normalizeでは、指定された値が Normalize値の極点図が作成される。 

 

  

 

 

 

 



Ｓｃｈｕｌｚの反射法以外の場合 

 例えば、受光側の平行性が高い場合やｒａｎｄｏｍ試料の粒径が大きい場合 

  

粒径が荒く、ｄｅｆｏｃｕｓ曲線が凸凹している。 

通常のＴｅｎｃｋｈｏｆｆｎｉｆｉｔｔｉｎｇすると 

 

 上手くＦｉｔｔｉｎｇ出来ません。 

 ｄｅｆｏｃｕｓデータの修正と多項式近似が適当と考えられます。 



ｄｅｆｏｃｕｓデータの修正と多項式近似の採用（ＭｏｄｅをＩｎｐｕｔＡｖｅを選択） 

 でデータ選択でデータ修正画面を表示 

  

 凸凹を修正 

   

 修正後、同一ファイル名に上書き 

  

  

 保存後、移動平均点数を指定し、読み込む 

   

 

 

 



読み込まれた修正後のｄｅｆｏｃｕｓ曲線 

  

で多項式に Fitting 

  

で Fitting曲線を固定 

  

 



固定された曲線のファイル化 

  

 ODFPoleFigure2で defocusファイルとして登録するのであれば、TXT2を選択しファイル作成 

 登録時、Normalizationを行う。 

  

修正前データ 

   

 修正後 GPPoleDisplayで表示 

 

   

 最大密度の違いは、修正前は粒径が粗いデータのため 

 

 

  


